
エコチルひょうごからのお知らせ

　　　御礼の

Ｑｕｏカードをご用意して

お待ちしております。 

　いつもエコチル調査にご協力いただき、誠にありがとうございます。

新型コロナウイルスの感染拡大のため、不安な毎日を過ごしておられることと思います。エコチル

調査においても感染拡大防止のため、参加者の皆さまにお目にかかる検査やイベントの実施を見合

わせております。再開する場合はWeb サイト等でご案内いたします。

　なお、Web サイトでは、お子さん向けの新型コロナウイルスに関する情報をお知ら

せしていますので、ぜひご覧ください（右記QRコードからアクセス出来ます）。

　今号は、今年度より兵庫ユニットセンターへ新たに着任した先生方をご紹介します。

絵︓尼子騒兵衛

おたのしみコーナープチ

こたえ：左窓にまーくん・左から３列目中央にあっちゃん・後ろ黒板にチルチル

生まれた月によっては、

２種類の質問票が同じ時期に

届くことがあります。

お誕生月の

質問票用封筒

学年単位の

質問票用封筒

※６歳になるお子さんには『お誕生月の質問票』をお送りした後、『小学１年生の質問票』までお届けはありません。

兵庫医科大学 公衆衛生学教室 講師

(兼任 )エコチル調査兵庫ユニットセンター

蓮沼　英樹

　2020 年４月から兵庫医科大学・公衆衛生学教室に着任し、エコチル兵庫に携
わることになりました。

　エコチル調査は 2011年に開始されましたが、実は私はそれより前の計画立案

段階（2007年）から関わっている数少ないメンバーの一人です。環境要因が子

どもたちの成長・発達にどのような影響を与えるのかを明らかにするこの調査は、

これまで多くの困難を乗り越えて今に至っております。本調査にご賛同いただい

た皆さまとともに歩み、エコチル調査を通じて、子どもたちの成長を見守りたい

と思っております。

　将来の子どもたちの健やかな成長のため、引き続き、調査にご協力いただけま

すと幸いです。

　エコチル調査では年に２回、『お誕生月の質問票』と『半年毎の質問票』の２種類の質問票

調査のご協力をいただいてきました。

　６歳以降は『お誕生月の質問票』はこれまで通りですが、『お誕生月の半年後にお届けする

質問票』がなくなり、『学年単位の質問票』が始まります。 学年によりお

届けする時期が異なります。お届け時期は下記のとおり予定しています。　

　質問票をお送りする封筒は２種類です。

　『お誕生月の質問票』と『学年単位の質問票』をお送りする封筒のデザインも異なります。

小学 3年生・・・7～ 8月

小学２年生・・・11～ 12月

小学１年生・・・9～ 10月

　みぎのえのどこかに、

あっちゃん　　　まーくん

チルチル　　　がかくれているよ。

どこにいるのかさがしてみてね★

　本年 4月から、エコチル調査に関わらせて頂く事になりました谷口と申します。

私は小児科医として、お子さんの発達や神経疾患に携わって参りました。環境が

子どもたちの発達や持病に対して与える影響について、保護者の方々は正確な情

報を求めておられ、お子さんにとってより良いことをしてあげたいと常に思って

おられると実感しております。

　保護者の皆さまが安心して子育てでき、子どもたちが健全に発達・成長できる

社会のために、エコチル調査を通して貢献できるよう努力して参ります。どうぞ

宜しくお願い申し上げます。
エコチル調査兵庫ユニットセンター

特任助教　谷口 直子



親子料理教室を開催しました

公開講座を開催しました

学童期検査追加調査の結果報告

　2020年 2月 8日（土）尼崎市女性センター・トレピエにてはち巻子（若生久美子）先生をお招き

し料理教室を開催しました。今回作ったのはくまちゃんの『デコレーション巻きずし』略して『デコ巻き』

です。

　各自準備してきたエプロンと三角巾、マスクを着けたら準備完了。目の前に置かれた材料を先生の

指示通りに作業を進めます。パーツごとに海苔で巻いていくため、まずは海苔をそれぞれの大きさに

切り分けます。白いご飯にかつおぶしをまぶして出来上がったのは茶色いご飯、これがくまちゃんの

顔と耳に。小分けされた酢飯はくまちゃんの口周りの部分、チーズは目、人参は鼻になります。これ

をそれぞれの大きさになった海苔で巻いていきました。

　保護者の方に手際よくフォローしてもらいながら、パーツを合体させ海苔で表情を作って『デコ巻き』

の完成！笑った顔やウインクした顔など、かわいいくまちゃんデコ巻きずしの出来上がり。家族への
お土産にと持ち帰ったり、その場で 1つ食べてみたり。かわいいだけでなく味も美味しいと喜んでい

ただけました。

　兵庫ユニットセンターで初めて開催した料理教室でしたが、参加者さんの満足度も高く大好評でし

たので、ぜひまた次回も企画したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　2月 15日（土）「尼崎市総合文化センター」にて、東京女

　　　　　　　　　　　　　子医科大学東医療センター小児科の杉原茂孝教授をお招きし、

　　　　　　　　　　　　　「エコチル調査公開講座」を開催しました。

　                          まず、兵庫ユニットセンター長 島正之より「エコチル調査

　　　　　　　　　　　　　でわかってきたこと」について報告し、続いて大阪大学准教授

　　　　　　　　　　　　　の嶋寺光先生より「ＰＭ2.5 濃度の把握と予測」についてご講

演いただきました。

　杉原茂孝先生には「小児肥満症～将来子どもを糖尿病にしないために～」と題してご講演

いただきました。からだの成り立ちなどの基本的なことから、肥満の基準とリスク、体質や

環境の影響について、身近なものに例えてわかりやすくお話しいただきました。また、具体

的に実行しやすい運動プログラムなども紹介していただきま

した。講演終了後には参加者からの質問にも答えていただき、

あっという間に予定終了時間となりました。

　今後も子育ての悩みや疑問の解決につながるような講演会

を企画したいと思います。

　2019年度に学童期検査（小学２年生）に参加されたお子さんのうち、追加調査にご協力いただいた

お子さん約 400人について、アレルギー及び生活習慣病リスクに関する血液結果の一部を紹介します。

　コレステロールについては、総コレステロール、

LDL コレステロールが標準値を超えているお子さん

の割合は 1.9 ～ 4.7％であり、HDL コレステロール

満のお子さんの割合は男子 2.4%、女子 4.7%であ

り、いずれも女子のほうがやや高率でした（図 2）。

　アレルギーの検査では、からだのアレルギーの状態をあらわす指標である総 IgE 値が標準値（170 IU/ml）

を超えているお子さんの割合は男子 44.0%、女子 32.1%でした（図１(1)）。

個別のアレルゲンに対する特異的 IgE では、約半数のお子さんはダニ、スギ花粉に対する抗体が陽性（クラス

２以上）、約 4分の１のお子さんは動物上皮（ネコ、イヌ、ハムスター）に対する抗体が陽性でした（図１(2)）。

図１　アレルギーに関する検査結果

各物質に対するアレルギー陽性（特異的 IgE 抗体が

クラス 2以上）の割合

(2) 特異的 IgE(1) 総 IgE

　検査前１～２か月間の血糖値をあらわす指標で

ある HbA1c については、糖尿病（6.5％以上）ま

たは境界型糖尿病（6.0 ～ 6.4％）に該当するお子

さんはいませんでした。肥満や脂質異常などがあ

る場合に将来の糖尿病発症リスクが高いとされて

いる5.6～5.9％のお子さんの割合は男子22.0％、

女子 10.9％でした（図３）。

図３　糖尿病 (HbA1c) に関する検査結果

男女ともに 6.0%以上の人はいませんでした

総コレステロール 220mg/dL 以上、LDL コ

レステロール 140mg/dL 以上、HDL コレス

テロール 40mg/dL 未満の割合

図２　コレステロールに関する検査結果

　引き続き今後も調査で明らかになってきた

結果を順次お伝えしていきます。


